
モニタリング結果の概要

施設名
松山市児童発達支援セ
ンターひまわり園 施

設
数

1

評価区分 担当課
指定
管理者

指定管理者
（社福）松山市社会福
祉事業団

施設利用状況 3 3

管
理
状
況

職員配置 3 3

3 3

指定期間 H31.4.1 ～ R6.3.31 収益 3 3

職員数 常勤 40 非常勤 14 コスト縮減

- -

サービス向上 4 4

担当課 障がい福祉課 設備等管理 3 4

保護者とともに個別支援計画のモニタリング及び評価を行い、これを活
用して、医療機関、教育機関、福祉サービス事業所等との連携を図っ
た。個別支援計画の実施に当たっては、療法職、クラス担任のチームで
取り組むよう役割や方針の統一を図った。また、職員の研修計画を作成
し、職員の療育技術の向上等に努めた。卒園児のフォローアップを実施
した。

コスト 収益

R3年度 267,990 158,646

主な業務

児童発達支援センター事業、児童
発達支援事業

危機管理 3 3

利用者評価 4 4

サービス向上のための取組み（実績）

自主事業の実施

利用者数

13,380

8,552

年度
（千円）

事業収支

　　担当課コメント（評価・指摘事項）

新型コロナウイルス感染症が５類に
移行したものの感染症への懸念から
利用を控えたため、目標を達成でき
ていない事業があった。また、園行
事も例年どおり行えなかった。来年
度も引き続き、利用者・保護者との
連携を密に取りながら、利用者に寄
り添ったサービスを今以上に満足し
ていただけるよう努めていく必要が
ある。

新型コロナウイルス感染症は5
類に移行したものの、感染症へ
の懸念から利用を控えたため、
目標を達成できなかった事業も
あるが、継続して質の高い療育
支援を行うことができた。

R5年度 228,716 152,157

対前年比 110.2% 116.6%

前年度の課題と改善策

10,414

121.8%

R4年度 207,490 130,518

【5段階評価】
9項目についての、担当課と指定管理者の評価です。

≪判定基準≫
5：指定管理者のノウハウや努力により、目標水準を
　大きく上回る成果が得られた。
4：協定や仕様書を遵守の上、目標水準をやや上回っ
た。
3：協定や仕様書の内容どおり業務を履行し、目標水準
　どおりだった。
2：概ね協定や仕様書どおりの業務を履行したが、目標
　水準をやや下回った。
1：市の指導・助力・助言等を受けても、協定や仕様書
の内容を遵守できておらず、得られた成果は、目標水準
を大きく下回っていた。

≪９つの評価項目の内容≫
■施設利用状況…施設利用者数の実績
■職員配置……効率的な業務実施のための的確な職員配置
■コスト縮減…管理経費縮減の実績、指定管理料の適正な
　　　　　　　執行等のコスト縮減に向けた取組み
■収益…………収益実績、料金設定の見直し、PR等の
　　　　　　　収益増に向けた取組み
■設備等管理…台帳の作成や目視確認、不具合の抽出等、
　　　　　　　施設・設備・備品の適切な管理
■危機管理……マニュアル整備や訓練の実施等
■自主事業の実施…指定管理者の経費負担、企画立案で
　　　　　　　　　実施した取組み
■サービス向上…サービス水準維持・向上のための取組み
■利用者評価…利用者アンケート等による評価

【職員数】
現在、施設を維持管理するために配置されている指定管
理者の職員数です。

【サービス向上のための取組み（実績）】
指定管理者が実施したサービス向上のための取組みや自
主事業を挙げています。

【主な事業】
指定管理者がこの施設で行っている業務・活動内容で
す。

【担当課コメント（評価・指摘事項）】
前年度（R5）の指定管理者の業務に対する評価事項、
改善すべき指摘事項についての担当課のコメントです。

【前年度の課題と改善策】
指定管理者と担当課が認識している前年度（R5）の課
題と、今後の改善策の内容です。

【事業収支（コスト・収益）】
当該年度を含む３年度分の指定管理者と市のコスト・収
益の合算額を表示しています。
「対前年比」は「R5年度実績／R4年度実績」の計算に
より算出しています。

モニタリングの対象期間

R5.4.1～R6.3.31
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